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社会福祉法人上天草市社会福祉協議会 事業計画書
令和 5 年 度

　現在の社会構造は少子高齢化や人口減少、経済格差に伴う貧困問題や地域社会の絆の崩壊な
ど、多様化した課題への対応が求められる中、新型コロナウイルス感染症の収束の兆しが未だ見
えず、生活様式さえも変わってきている。
このような中、人と人、人と社会がつながり、一人ひとりが生きがいや役割をもち、助け合いな
がら暮らしていくことが出来る「地域共生社会」の実現に向けて、地域福祉事業の推進を図る。
また、市において、既存の相談支援の取り組みを活かしつつ、地域住民が抱える複雑化・複合化
した支援ニーズに対応するための支援体制として、属性を問わない相談支援、多様な参加支援、
地域づくりに向けた支援を一体的に行う「重層的支援体制」の整備も求められている。
　これらを踏まえながら、今年度より５か年計画で作成された「第４期上天草市地域福祉計画･地
域福祉活動計画」を基に「住み慣れた地域で安心して暮らせる支え合いのまち 上天草」の実現に
向け、市や地区社会福祉協議会をはじめ、区長、民生委員児童委員、各種団体等と連携・協働し
地域福祉推進に取り組む。

（1）第４期上天草市地域福祉活動計画の着実な実践と評価
　　  ① 小地域ネットワーク活動の充実と未設立地域への早期設立を促進し、安心・安全なまちづ
　　　　くりを推進する。
　　  ② 17地区社会福祉協議会を中心に、住民と共に地域の生活課題の解決に向けた取り組みを支
　　　　援する。
　　  ③ 地域福祉向上を図るため、住民のニーズと声を反映した事業を展開する。
　　  ④ 市と協働して、事業の取組の進捗状況の把握と評価を行う。
（2）市及び県社協の委託事業を受託し地域福祉活動を推進する。
（3）本会の組織基盤の強化と広報活動の充実を図る。
（4）地域福祉の拠点となる施設を管理し、各種の福祉事業に取り組む。
（5）地域福祉活動の活性化に向け、地域福祉に携わる人材の育成を推進する。
（6）地域福祉活動の活性化に向け、地域福祉に携わる人材の育成を推進する。
（7）介護保険事業（居宅介護・訪問介護事業）の経営を分析し、事業継続の有無を検討する。

各種団体育成事業（高戸地区社協：卒業記念） 第12回社会福祉大会 認知症サポーター事業

１．基本方針

２．重点目標
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7,357,000

3,560,000

52,308,000

71,600,000

6,646,000

11,813,000

1,380,000

3,000

83,000

3,000,000

12,000,000

1,206,000

1,025,000

6,375,000

16,968,000

7,225,000

202,549,000

会 費 収 入

寄 附 金 収 入

経 常 経 費 補 助 金 収 入

受 託 金 収 入

事 業 収 入

介 護 保 険 事 業 収 入

障害福祉サービス事業等収入

受 取 利 息 配 当 金 収 入

そ の 他 の 収 入

長 期 貸 付 金 回 収 収 入

基金積立資産取崩収入

積 立 資 産 取 崩 収 入

事業区分間繰入金収入

拠点区分間繰入金収入

サービス区分間繰入金収入

前 期 末 支 払 資 金 残 高

　 　 収 入 合 計 　 　

収　入　科　目 金　  額 （円）

120,560,000

35,735,000

8,059,000

5,682,000

109,000

240,000

3,000,000

4,495,000

1,025,000

6,376,000

16,968,000

300,000

202,549,000

人 件 費 支 出

事 業 費 支 出

事 務 費 支 出

助 成 金 支 出

そ の 他 の 支 出

固 定 資 産 取 得 支 出

長 期 貸 付 金 支 出

積 立 資 産 支 出

事業区分間繰入金支出

拠点区分間繰入金支出

サービス区分間繰入金支出

予 備 費 支 出

　 　 支 出 合 計 　 　

支　出　科　目 金　  額 （円）

会費収入
3.63％

前期末支払
資金残高
3.57％

サービス
区分間
繰入金収入
8.18％

拠点区分間繰入金収入
3.15％

事業区分間繰入金収入0.51％

基金積立資産取崩収入5.92％

積立資産取崩収入0.60％

長期貸付金回収収入1.48％

その他の収入0.04％

受取利息配当金収入0.00％

障害福祉サービス事業等収入0.68％

寄附金収入
1.76％

経常経費補助金収入
25.82％

人件費支出
59.52％

事業費支出
17.64％

事務費支出 3.41％

助成金支出
2.81％

長期貸付金支出
1.48％

積立資産支出 2.22％

拠点区分間繰入金支出 3.55％
サービス
区分間繰入金支出 8.38％

事業区分間繰入金支出 0.51％

受託金収入
35.35％

事業収入
3.28％

介護保険事業収入
5.38％

固定資産取得支出
0.12％

予備費支出 0.15％

収入の部

支出の部

令和5年度
収支予算
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　市民の融和・健康増進及び「共同募金」への理解、協力をしていただくことを目的に、各地区
社協でグラウンドゴルフ大会を開催していただました。12地区社協で開催され、青空の下、皆さ
ま楽しくご参加頂きました。また、募金箱及び物販へのご協力、大変ありがとうございました。

赤い羽根共同募金杯
グラウンドゴルフ大会開催

12地区社協で
総勢830人参加

上地区社協上地区社協 中地区社協中地区社協 維和地区社協維和地区社協

湯島地区社協湯島地区社協 阿村地区社協阿村地区社協 合津地区社協合津地区社協

樋合永浦地区社協樋合永浦地区社協 今泉地区社協今泉地区社協 教良木河内地区社協教良木河内地区社協

姫浦地区社協姫浦地区社協 大道地区社協大道地区社協 樋島地区社協樋島地区社協
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あ
お
ぞ
ら
１
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載
以
降

ご
協
力
い
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だ
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た
企
業・学
校
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矢
野
町
地
区

小
幡
整
骨
院
、
南
風
苑
職
員
一
同
、
維

和
小
学
校
、
中
北
小
学
校
、
登
立
小
学

校
児
童
会
、
守
口
　
修

姫
戸
町
地
区

㈱
雨
龍
庵
、
㈱
甲
ら
家
、
㈲
中
松
海
運
、

姫
寿
し
、
平
和
産
業
、
姫
戸
中
学
校

赤い羽根共同募金 令和４年度 最終報告

7,952
5

418
12
10
12
21
39

8,469

戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
学 校 募 金
職 域 募 金
イベント募金
個 人 募 金
その他の募金
合　　計

5,481,300
94,502

2,277,591
88,300
316,483
85,109
73,490
181,379
8,598,154

種　　別 金　　額件　数

　２９年４月より、市民の皆さんからの要望に応じ
て社会福祉協議会の職員がリズム体操、手遊び、
ゲーム等のレクリエーションの紹介や指導をさせて
いただく講座を行っています。まずはお気軽にご
相談ください。

　３月２日㈭大矢野老人福祉センターにて、
春の全国火災予防運動の一環として利用者様
に向け、北消防署より、手作りミニハウスで
住宅用火災警報器を実際に作動させ、重要性
について体験していただく講座を開催してい
ただきました。
　講話では、火災で亡くなる方の大半は、煙に巻かれ亡くなっている
ことや、住宅用火災警報器をどこに設置すべきかなど、詳しくお話し
いただきました。利用者の皆様も設置することの大切さを実感されて
いました。
　また、この講座は、大矢野町の民生委員児童委員の皆様にも、同月
の８日に行われました。

●対象は？
　市内在住で５人以上の集まりや団体。
●開催時間や場所は？
　12/28～1/4、土日祝祭日を除く概ね9:30～
　15:30間で１講座２時間以内。
　開催場所は上天草市内とします。

※講座の申込みは、希望
日の30日前までに事
前申込みが必要です
ので、詳しくは各支所
までお問い合わせく
ださい。

脳トレで活き活き！ みんなで
楽しもう！！

福祉出前講座

小地域ネットワーク等で他からの支援を受
けていない団体。

16,000円を上限に実費を助成し、参加者か
ら実費程度の会費又は参加費を徴収する。
※予算の都合もありますので、先着順とさせていただきます。

茶話会、レクリエーション
活動、イベント行事等

老人福祉センターだより見て!聞いて!!
出張講座!!
見て!聞いて!!
出張講座!!
見て!聞いて!!
出張講座!!
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教
良
木
河
内
地
区
社
協
（
会
長
・
大
西
光
枝
）

で
は
、
11
月
4
日
に
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
、
11
月
14
日
に
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
12
月
20
日
に
は
、
教

良
木
小
学
校
の
玄
関
と
上
天
草
市
社
協
の
玄
関

に
門
松
を
作
り
ま
し
た
。

　

3
年
ぶ
り
の
開
催
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
を
で
は
、
約
70
名
の

参
加
が
あ
り
地
元
の
方
々
の
演
芸
大
会
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
は
54
名

の
参
加
の
も
と
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
大
会
と
な
り
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

門
松
づ
く
り
に
は
、
寒
い
中
、
15
名
の
役
員

に
よ
り
両
方
と
も
立
派
な
門
松
が
出
来
上
り
ま

し
た
。

　

地
区
社
協
の
方
々
は
、
子
供
た
ち
の
こ
れ
か

ら
の
成
長
を
願
い
つ
つ
門
松
と
と
も
に
新
し
い

年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
願
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

登
立
地
区
社
協
（
会
長
・
水
野
敏
行
）
で
は

2
月
26
日
㈰
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

雨
天
で
一
週
間
順
延
と
な
り
ま
し
た
が
、
参

加
さ
れ
た
81
名
の
方
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
で
一
喜
一
憂
さ
れ
楽
し
く
プ
レ
イ
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
参
加
賞
や
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
な

ど
た
く
さ
ん
の
賞
品
を
持
っ
て
い
か
れ
る
方
も

多
く
、「
毎
月
大
会
の
あ
れ
ば
よ
か
ば
っ
て
ん

な
」
と
の
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

上
地
区
社
協
（
会
長
・
愛
甲

俊
夫
）で
は
、去
る
3
月
9
日
㈭
、

今
年
度
2
回
目
と
な
る
地
域
座

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
回
、「
地
域
で
で
き
る
小
・

中
・
高
校
生
へ
の
見
守
り
支
援
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、『
気
が
か
り

な
こ
と
・
心
配
な
こ
と
』
を
た

く
さ
ん
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て

の
『
対
応
策
』
を
話
し
合
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

夜
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

41
人
の
座
談
会
員
さ
ん
に
来
て

い
た
だ
き
、
活
発
な
意
見
交
換

が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
度
の
実
践
化
に
向

け
、
今
回
話
し
合
っ
て
い
た
だ

い
た
内
容
を
運
営
委
員
会
で
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
3
月
16
日
㈭
に
は
、

大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

て
約
75
人
の
参
加
で
『
ひ
と
り

暮
ら
し
輝
き
の
集
い
』
を
3
年

ぶ
り
に
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、『
元
気
い
っ
ぱ
い
笑

顔
の
演
芸
大
会
』
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
お
一
人
暮
ら
し
の
方
の

カ
ラ
オ
ケ
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
加

え
、
区
長
さ
ん
や
民
生
委
員
さ

ん
の
出
し
物
も
あ
り
、
会
場
は

元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
が
溢
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
空
く

じ
な
し
の
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

を
行
い
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

「
楽
し
か
っ
た
〜
。
ま
た
来
年
も

来
る
ね
〜
」
と
大
満
足
の
様
子

で
し
た
。

　
「
笑
顔
あ
り
、歓
声
あ
り
」
と
、

和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
の
ふ
れ

あ
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

地区社協だより地区社協だより

〜
11
月
・
12
月
の
事
業
の
報
告
〜

教
良
木
河
内
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

〜
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
〜

〜
ひ
と
り
暮
ら
し
輝
き
の
集
い
＆
第
２
回
地
域
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
！
〜

登
立
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

いきいきサロンひとり暮らしの集いの様子いきいきサロンひとり暮らしの集いの様子

門松づくりの様子門松づくりの様子
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脇
田
氏
講
話

青
山
氏
講
話

磯
部
講
話

磯
部
講
話

川口　義英　毛利ヨシ子　大矢野町
貝川　明美　義　美　大矢野町
松本　　進　ヨシエ　大矢野町
住本ミツエ　　司　　大矢野町
木村　　勝　朱　美　大矢野町
木嶋　勝広　アサ子　大矢野町
松尾　義博　義　政　大矢野町
松川　政敏　政　雄　大矢野町
植田　　實　マスヱ　大矢野町
濱近　光徳　ナツコ　大矢野町
竹田　健次　須　子　大矢野町
谷川ツヤ子　良　一　大矢野町
山川　喜義　サツ子　大矢野町
内藤　　巧　ムツ子　大矢野町
上野三十四　中田ハツエ　大矢野町
濱田　一郎　文美子　大矢野町
渡辺　政洋　渡邊キヌエ　大矢野町
荒川クニ子　　繁　　大矢野町
鬼塚　　正　洋　實　大矢野町
渡辺　一利　久美子　大矢野町
杉本　　豊　芳　江　大矢野町
西川みち惠　原口モモ子　大矢野町
山下　節男　喜久代　大矢野町
林　雄一郎　和　行　大矢野町
中田　順子　キミコ　大矢野町
澤　　良子　　剛　　大矢野町
片山　幸子　芳　照　大矢野町
岩井　宏憲　幸　子　大矢野町
池田アサ子　奈　美　大矢野町
渡邉　浩二　勝　則　大矢野町
谷川　清光　　清　　大矢野町
大西まゆみ　利　光　大矢野町
千原　博己　与寿子　大矢野町

松尾　隆義　マスヱ　大矢野町
増田　正樹　正　好　大矢野町
濵田ゆき子　　勲　　大矢野町
岩崎　裕子　馬場登美子　大矢野町
山下　照子　忠　明　大矢野町
直江　英典　キエ子　大矢野町
橋口　和弘　スミエ　大矢野町
髙嶋　秀章　亀　子　大矢野町
山口アイ子　義　雪　大矢野町
浦上　清武　利惠子　大矢野町
吉村　和泰　富　子　大矢野町
濱岡　克己　スエ子　大矢野町
髙田八百喜　キヨノ　大矢野町
山下　　実　ヤスヱ　大矢野町
貝川　昭夫　ツネコ　大矢野町
小幡　広臣　シズエ　大矢野町
脇本美重子　登喜雄　松 島 町
岩﨑　満也　津根子　松 島 町
木村　恭子　守　孝　松 島 町
森本　　実　榮　子　松 島 町
泉田　藤雄　イト子　松 島 町
水野　耕作　ミツエ　松 島 町
福田智久美　澄　雄　松 島 町
岩﨑多喜男　トシエ　松 島 町
吉永　典史　正　文　松 島 町
堀田　義泰　スズエ　松 島 町
岩﨑ひろこ　公　香　松 島 町
松尾　伸之　政　光　松 島 町
西本　昌信　ミサ子　松 島 町
平山　光代　　明　　松 島 町
福田　　泉　サチヨ　松 島 町
藤本ヤスエ　勝之介　松 島 町
德広　睦美　國　雄　松 島 町

西　　義忠　ウメ子　松 島 町
嶽本　良子　一　郎　松 島 町
意　水　寺　鈴木君代　姫 戸 町
大川知加子　正　富　姫 戸 町
赤藤　卓巳　秀　文　姫 戸 町
寺中　陽一　澄　江　姫 戸 町
山口　道子　　健　　姫 戸 町
小山　孝俊　よしの　龍ヶ岳町
荒木ミドリ　春　勝　龍ヶ岳町
堀畑　兼晴　イクヨ　龍ヶ岳町
江口百合子　孝　美　龍ヶ岳町
村上　晴美　　澄　　龍ヶ岳町
堀畑　和弘　　章　　龍ヶ岳町
段下ユキミ　勝　輔　龍ヶ岳町
片岡　朋博　マスエ　龍ヶ岳町
島崎　政實　江口多津枝　龍ヶ岳町
川端　輝夫　三喜男　龍ヶ岳町
永岡冨士子　　學　　龍ヶ岳町
山下　廣作　賢治郎　龍ヶ岳町
元島　　輝　年多仁　龍ヶ岳町
冨永　竜作　チセ子　龍ヶ岳町
片岡　信廣　山口　勝　龍ヶ岳町
北里　　篤　サチエ　龍ヶ岳町
岩﨑加代子　勝　幸　龍ヶ岳町
藤木　祐吉　秀　子　龍ヶ岳町
山﨑　修二　サツエ　熊 本 市
大木　桂悟　桂　子　熊 本 市
杉田　　譲　タツ子　熊 本 市
鶴田　済子　　勝　　熊 本 市

㈱ミタカ　　　　　　天草市

寄附者名 物故者名 町　名寄附者名 物故者名 町　名

令和4年12月11日～令和5年3月10日受付まで　（敬称は略させていただきます）

上天草市社会福祉協議会へ、 次の方々から社会福祉に役立てて欲しいと、 心温まる寄付をいただきました。
皆様のご厚意に対しまして深く感謝申し上げますと共に、 故人のご冥福をお祈り申し上げます。

香典返し寄附
寄附者名 物故者名 町　名

篤志寄附
寄附者名 町　名

　上天草市の医師、看護師や薬剤師、ケアマネージャーや介護
従事者らが一堂に会し、第19回認知症に関わる多職種連携会議
をZOOMミーティングによるウェブ会議で令和5年１月19日㈭
開催しました。
　今回は上天草総合病院病院長の脇田富雄氏より「認知症サ
ポート医として多職種に期待すること」、上天草市役所高齢者
ふれあい課の青山慶子氏より「上天草市認知症施策の現状」、上天草市社会福祉協
議会認知症地域支援推進員の磯部進一より「認知症地域支援推進員の活動報告」に
ついて講話をいただきました。講話後には、「認知症サポート医と認知症地域支援
推進員との連携」についてグループに分かれて、話し合っていただきました。イン
ターネット上ではありましたが、各専門職が顔を合わせて交流が出来て良い時間と
なりました。今後も、多職種の方と協働し、困りごとを１つでも解決できるように
力をいれていきたいと考えています。

善意のご紹介

第19回　認知症に関わる多職種連携会議開催！

・認知症地域支援推進員の方、かかりつけ医、ケ
アマネ、介護職、家族との関係づくりを多く
し、家族からの相談に対応できるようにしてい
き、早期発見、早期対応ができるようになりた
いと思いました。
・職種間の意見や悩み等、聞けて勉強に
なりました。少人数グループにて意見
が出やすく、連携に繋がっていくと思
います。
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　2月26日㈰大矢野老人福祉センターにて、第19回ふれあい広場を

開催致しました。今回は野菜スタンプを使ってオリジナルトートバッ

ク作りを行い、どの野菜の使うのか、どんな色を使うのか、悩みなが

ら進める子もいれば、直感的に作る子もいて、それぞれ素敵なバック

が完成しました。お土産にポップコーンとどんくり村さんが

作られた手ぬぐいをお渡ししました。規模を縮小して

の実施でしたが、参加された方から「楽しかった」と

のお声をいただき嬉しい限りでした。来年度から

は例年の様に皆さんに遊びに来ていただけたらい

いなと考えております。今回ご協力いただきました

ボランティアの皆さん大変ありがとうございました。

　第一生命保険株式会社熊本支社五橋営業
オフィス様よりボッチャ普及のため、ボッ
チャ4セットを寄贈していただきました！

ご参加いただいた皆さま
ありがとうございました！

　老若男女、障がいのあるなしにかかわら
ず、すべての人が一緒に、そして競い合え

るスポーツです。
　ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボールに、
赤・青のそれぞれ6球ずつのボールをいかに近づけるかを競
うスポーツです。カーリングのように、相手のボールを弾
いたりして、自分が優位に立てるよう位置取りをしていき
ますが、的も弾いて移動させることができるため、カーリ
ングとは一味違う戦略、魅力がある競技です。ホールポス
トに向かって打ち、ポストに入るまでの打数を競います。

※貸し出しを行っております。利用料は無料
　です。ご希望の方は、各支所までお問合せ
　ください。

問合せ先
●大 矢 野 町 支 所　☎ 0964-56-3470
●姫 戸 町 支 所　☎ 0969-58-2556
●松島町支所（本所）　☎ 0969-56-2455
●龍 ヶ 岳 町 支 所　☎ 0969-63-0909

ボッチャとは?
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世界に一つだけの
トートバック作りふれあい広場ふれあい広場第

19
回

ボッチャ贈呈式




